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◎ 2025年 12/6（土） ～ 2026年 3/15（日）
　企画展③「は・こ・ぶ、昔のくらし」
　 →旧植田家住宅にのこる江戸～昭和時代までの「運ぶ」道具を一堂に展示。

展示・イベントのご案内 ※休館日は P15 をご覧ください

展 示 ・ イ ベ ン ト 案 内
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表紙写真

《金具類、知恵の輪ほか》

金具、金属類、木片、鍵、欠片、部品など単
品では何の役にも立たないガラクタ（収蔵
品）を楽しむ企画展「旧植田家、我楽多万博
2025」を夏期に開催。展示の詳細は 4・5 頁
を参照。

Volume61

Contents
令和７年度 企画展②
旧植田家、我楽多万博 2025

旧家で芸能・伝統文化

錦影絵プロジェクト3 上演

4

6

「防災！かまど体験」で消防訓練

「土蔵でクラフト」でミニすだれ＆木挽き人形

四会所だより（40）～四会所、再開～

日日植田家住宅  第18日：お茶会へ行こう

7

8

10 「旧家で観月会」で錦影絵 上映

11

12

13 植ちょピ（植松灯籠、七五三、通常展＆ギャラリーミニ展）

コラム「落穂拾い - 今東光の薫風 -（五十五）」14

旧植田家住宅のご案内15

3

※『旧植田家住宅だより』の
バックナンバーはホームページ
からダウンロードができます。
http://kyu-uedakejutaku.jp

KYU-UEDAKE  INFORMATION

NEWS LETTER

展
示
室
入
口
に
て

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

配
架
中（
一
部
）



― 4 ― 4

令
和
７
年
度 

企
画
展
②

旧
植
田
家
、我
楽
多
万
博
２
０
２
５ 

　

価
値
の
な
い
雑
多
な
物
を
意
味
す
る「
が
ら
く
た
」

と
い
う
言
葉
は
、元
々
た
く
さ
ん
の
物
が
ふ
れ
合
っ
て

出
る「
ガ
ラ
ガ
ラ
」と
い
う
音
と
、ゴ
ミ
や
ク
ズ
を
意
味

す
る「
芥

あ
く
た
」ま
た
は「
朽く

ち
」が
変
化
し
た
「
ク
タ
」
を

合
わ
せ
た「
瓦が

ら
く
た

落
多
」が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方

「
が
ら
く
た
」と
い
わ
れ
る
無
価
値
な
も
の
も
見
方
を

変
え
る
と
、骨
董
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
歴
史
的
・

個
人
的
価
値
や
、リ
サ
イ
ク
ル
、リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の

と
し
て
新
た
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
を「
我
楽
多
」と
い
う
字
を
当
て
て「
が
ら
く
た
」

と
呼
び
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
13
日
～
10
月
13
日
、大
阪
の
廃
棄
物

最
終
処
分
地
で
あ
る
人
工
島
の
夢
洲（
大
阪
市
此
花
区
）

に
お
い
て「
２
０
２
５
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西

万
博
）」
が
開
催
さ
れ
、「
い
の
ち
輝
く
、
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、日
本
を
は
じ
め
世
界
の
最
新

技
術
や
文
化
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
植
田
家
住
宅

に
収
蔵
さ
れ
る「
が
ら
く
た
」に
焦
点
を
当
て
、脈
々
と

伝
わ
る
旧
植
田
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
時
代
の
空
気
に

ふ
れ
て
も
ら
う
べ
く
、
我
楽
多
に
も
う
一
度
輝
き
を

与
え
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

「謎の道具」
「雅楽多」

用途不明の道具（陶器類）
象牙や装飾入りの道具類

カエルが彫られた結界（茶道具） 用途不明の金属・木製品
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【
が
ら
く
た
紹
介
】

　

本
展
で
は
資
料
を
８
つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
分
類
し
、

展
示
品
に
は
あ
え
て
名
称
や
解
説
を
書
か
ず
に
収
蔵

資
料
番
号
の
み
を
表
示
。「
玩
具
館
」「
ガ
ラ
ス
館
」

「
瓦ガ

ス斯
館
」「
電
気
館
」「
工
芸
館
」の
各
コ
ー
ナ
ー
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ
た「
が
ら
く
た
」を
展
示

し
、「
我
楽
多
館
」で
は
瓦
を
は
じ
め
、何
か
の
欠
片
や

木
片
、破
片
、金
属
部
品
、金
具
、引
手
、鍵
類
、輪
っ
か

（
リ
ン
グ
）、小
物
類
な
ど
が
所
狭
し
と
展
示
ケ
ー
ス
に

並
び
ま
し
た
。ま
た
別
の
展
示
ケ
ー
ス
で
は
、我
楽
多

万
博
の
目
玉
で
あ
る
「
さ
わ
れ
る
謎
の
石
」
や
用
途

不
明
の
陶
器
類
、
金
属
製
品
、
木
製
品
を
集
め
た「
謎

の
道
具
館
」
と
、
す
こ
し
雅

み
や
び
な
ガ
ラ
ク
タ（
に
見
え
る

実
用
品
）を
展
示
し
た
「
雅
楽
多
館
」の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。

　

旧
植
田
家
住
宅
に
は
お
よ
そ
４
万
点
の
収
蔵
資
料
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、中
に
は
今
回
の
よ
う
な
我
楽
多

と
さ
れ
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ら
は
た
だ
の
が
ら
く
た
で
は
な
く
、れ
っ
き
と
し

た
文
化
財
で
す
。い
ま
や
使
い
道
が
な
く
展
示
す
る
ま

で
も
な
い
よ
う
な「
が
ら
く
た
」
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

３
０
０
年
間
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
き
、奇
跡
的
に

取
り
残
さ
れ
て
き
た
尊
い
も
の
た
ち
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

「玩具館」

「ガラス館」

「我楽多」

「瓦斯館」

「工芸館」
「電気館」

飾り、鈴、ボタン・ビーズほか小物類鍵類と輪っか（リング）持ち手・引手類

瓦、陶片、木片など 金具、金属類、部品、破片など

簪、笄など装飾品の部品

ガス製品の部品

付録のカード

知恵の輪ほか ガスコンロ

大物!? 達磨の香炉

ソケット、スイッチ類、謎の箱空き瓶、瓶のふた
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８
／
20
「
木
挽
き
人
形
」作
り

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
江
戸
の
か
ら
く
り
玩
具

「
木
挽
き
人
形
」作
り
を
今
年
も
実
施
。素
材
は

余
っ
た
パ
ネ
ル
と
竹
箸
を
使
用
し
、可
動
部
分
を

爪
楊
枝
で
固
定
。
仕
掛
け
の
棒
を
動
か
す
と
、

人
形
が
木
を
切
る
動
作
を
し
ま
す
。参
加
者
に

は
自
由
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
も
ら
い
、

丸
太
も
好
き
な
も
の
に
替
え
、組
立
て
作
業
を

行
な
い
ま
し
た
。
微
調
整
の
後
、
全
員
無
事
に

「
ぎ
こ
ぎ
こ
…
」遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
／
６
「
ミ
ニ
す
だ
れ
」作
り

　

夏
休
み
の
工
作
企
画
「
土
蔵
で
ク
ラ
フ
ト
」

（
全
２
回
）で
は
、身
近
な
素
材
で
昔
の
玩
具
や

小
物
作
り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
１
回
目
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
す
だ
れ

編
み
機
を
使
っ
て
の「
ミ
ニ
す
だ
れ
」
作
り
。

竹
材
を
一
本
一
本
丁
寧
に
編
ん
で
い
く
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
す
だ
れ
が
完
成
。オ
マ
ケ
の

シ
ー
ル
や
折
り
紙
で
装
飾
す
る
と
、自
分
好
み

の
ミ
ニ
す
だ
れ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

「ミニすだれ」 「木挽き人形」

窓際のミニすだれ

丸太を切る猫

飾りをつけて完成！

のこぎりを構えて…

※
写
真
は
コ
モ
編
み
機
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「
防
災
！
か
ま
ど
体
験
」で
消
防
訓
練

　

地
震
や
火
事
な
ど
の
災
害
に
備
え
、旧
植
田
家

住
宅
で
は
毎
年
消
防
避
難
訓
練
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。文
化
財
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、来
館

者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
、建
物
な
ど
の
保
護

に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
旧
植
田
家
住
宅
で
は「
防
災
！
か
ま
ど

で
ご
飯
炊
き
体
験
」を
実
施
し
、火
の
取
り
扱
い

や
か
ま
ど
の
使
い
方
を
学
び
、併
せ
て
避
難
訓
練

と
消
火
訓
練
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。訓
練
に
は

消
防
署
の
方
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、施
設

ス
タ
ッ
フ
は
通
報
訓
練
や
避
難
誘
導
の
指
導
を

受
け
ま
す
。ま
た
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
は
避
難

役
と
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

訓
練
が
終
わ
る
と
、か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
に

挑
戦
。ご
飯
が
炊
け
る
ま
で
の
間
は
施
設
の
防
火

管
理
職
員
に
よ
る
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
と
防
災

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
ご
飯
が
炊
け
る

と
、様
々
な
防
災
食
が
用
意
さ
れ
、炊
き
立
て
の

ご
飯
と
一
緒
に
試
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
つ
も
通
り
防
災
意
識
が
高
め
ら
れ
、お
腹
も

満
た
さ
れ
る
「
防
災
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅 

ス
タ
ッ
フ
）

避難訓練の実施確認（土間）

避難完了の点呼（正門前）

庭に消防車が待機

参加者と消火訓練
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旧
家
で
芸
能
・
伝
統
文
化

錦
影
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３ 

～
上
演
～

　

令
和
７
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
約
半
年
を

か
け
た「
錦
影
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
」は
、11
月

９
日（
日
）、お
よ
そ
60
分
間
の「
上
演
」を
も
っ
て

終
了
し
た
。

　

幻
燈
機（
風
呂
）を
操
り
、和
紙
の
ス
ク
リ
ー

ン
の
裏
側
か
ら「
種
板
」の
絵
を
投
影
し
、人
々

を
驚
か
せ
る
江
戸
時
代
の
芸
能
・
伝
統
文
化
で

あ
る「
錦
影
絵
」
は
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
原
点
と
も
い
え
る
。様
々
な
鳴
り
物（
効
果

音
）や
口
上（
語
り
）に
合
わ
せ
て
物
語
り
世
界

を
展
開
し
、
江
戸（
関
東
）
で
は｢

写
し
絵｣

と

呼
ば
れ
る
。

　

こ
の「
錦
影
絵
」
の
幻
燈
機
を
操
作
し
物
語

を
演
じ
る
人
を「
幻
燈
師
」と
い
う
。３
期
目
と

な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
幻
燈
師
を
や
っ
て

み
た
い
人
を
再
募
集
し
た
。５
月
に
は
錦
影
絵

の
啓
発
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

（『
旧
植
田
家
だ
よ
り
』
60
号
を
参
照
）、
そ
の
後
、

な
ん
と
19
名
に
も
及
ぶ
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
半
分
は
１
～
２
期
目
か
ら
の

継
続
で
あ
る
が
、
も
う
半
分
は
新
規
の
た
め
、
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先
輩
幻
燈
師
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。

錦
影
繪
池
田
組
の
指
導
の
も
と
、先
の
二
年
間

で
培
わ
れ
た
技
術
は
着
実
に
継
承
さ
れ
、新
規

メ
ン
バ
ー
へ
と
さ
ら
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

さ
て
、暗
闇
の
中
で
演
じ
る
錦
影
絵
の
本
番

は
、少
し
雨
模
様
の
昼
間
に
旧
植
田
家
住
宅
の

座
敷
で
行
な
わ
れ
た
。会
場
は
黒
い
カ
ー
テ
ン

な
ど
で
覆
わ
れ
、演
者
と
観
客
と
の
間
に
は
和
紙

の
ス
ク
リ
ー
ン
が
吊
ら
れ
た
。

　

定
刻
に
な
り
照
明
が
落
ち
る
と
、真
っ
白
な

ス
ク
リ
ー
ン
が
黒
く
染
ま
り
、
暗
闇
の
中
に

ふ
っ
と「
福
助
」
が
現
れ
た
。
軽
快
な
口
調
で

口
上
が
述
べ
ら
れ
る
と
、続
い
て
落
語
を
基
に

し
た
錦
影
絵
作
品「
池
田
の
猪し

し

買
い
」
が
演
じ

ら
れ
、会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

錦
影
絵
の
解
説
を
挟
み
、後
半
は
試
演
と
し

て「
曲
独
楽
」が
披
露
さ
れ
た
。新
規
を
含
む
ベ

テ
ラ
ン
幻
燈
師
た
ち
の
完
璧
な
演
技
に
会
場
は

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、こ
の
流
れ
を
受

け
て
演
じ
た「
桜さ

く
ら
し
ら
な
み
ひ
ょ
い
と
ぶ
く
ろ

白
浪
憑
依
豆
袋
」
は
全
メ
ン

バ
ー
が
出
演
し
、熱
演
を
繰
り
広
げ
た
。

　

錦
影
絵
の
上
演
は
今
回
初
演
の「
花か

り
ん
し
ゃ

輪
車
」で

幕
が
下
り
、終
演
後
も
観
客
は
幻
燈
師
た
ち
と
の

交
流
を
通
じ
て
錦
影
絵
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
。

（
植
田
家
錦
影
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

メ
ン
バ
ー
）

「桜白浪憑依豆袋」のラストシーンを演じる幻燈師たち スクリーン裏の様子

錦影絵の解説をする錦影繪池田組代表と幻燈師再演（アンコール）の「花輪車」を初披露
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「
旧
家
で
観
月
会
」で
錦
影
絵〝
上
映
〟　

　
「
庭
で
お
月
見
、雨
で
も
座
敷
で
掛
軸
を
、月
見

団
子
と
と
も
に
」
楽
し
む
観
月
会
は
、
年
に
２
回

あ
る
夜
間
開
館
の
一
つ
と
し
て
、十
五
夜
に
近
い

土
曜
ま
た
は
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
10
月
６
日
が
十
五
夜
だ
っ
た
た
め
、前
日
５
日

の
名
月
を
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

観
月
会
で
は
当
日
限
定
の「
月
の
掛
軸
」の
展
示

と
月
見
団
子（
予
約
制
）、そ
し
て
お
月
見
を
メ
イ
ン

に
し
て
い
ま
す
が
、毎
回
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
前
回
は「
の
こ
ぎ
り
音
楽
と

蓄
音
機
の
音
遊
戯
会
」で
し
た
が
、今
年
は
11
月
の

錦
影
絵「
上
演
」の
告
知
を
兼
ね
て
、錦
影
絵
作
品

の「
上
映
」を
試
み
ま
し
た
。

　

映
像
は
錦
影
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
に
当
た
る

「
錦
影
繪
池
田
組
」のyoutube

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら

許
可
を
い
た
だ
き
、上
演
予
定
の
演
目
２
作
品
を
、

幻
燈
機（
風
呂
）
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
上
映
。

実
演
と
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、演
目
が
終
わ
る

ご
と
に
拍
手
も
起
こ
り
、錦
影
絵
独
自
の
世
界
観
に

惹
き
つ
け
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
日
、錦
影
絵
に
も
登
場
す
る
よ
う
な
幻
想
的

な
月
が
見
ら
れ
、上
演
の
成
功
を
祈
願
す
る
と
て
も

縁
起
の
良
い
観
月
会
と
な
り
ま
し
た

（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員
）

錦
影
絵〝
上
映
中
〟

錦
影
絵
の
告
知
と
幻
燈
機

（
仏
間
に
て
）

庭
に
浮
か
ぶ
中
秋
の
名
月

（
主
屋
２
階
か
ら
）

月
が
描
か
れ
た
掛
軸

（
座
敷
１
床
の
間
）

月とススキ（縁側からの風景）
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11

日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

 第18日：お茶会へ行こう！

お茶会の開催

　旧植田家住宅には茶室が設えられ、座敷に

は「茶道具尽くしの欄間」が見られます。また

茶道具も多く収蔵されていることから、代々

お茶を嗜
たしな

んでいたことがうかがえます。

　現在旧植田家住宅ではお茶（茶道）を気軽

に体験できる機会として、秋と冬の年 2 回、

お茶会を開催しています。だれでも参加でき、

日本の文化が味わえるお茶会について紹介し

たいと思います。

【
秋
の
お
茶
会
】

　

秋
の
お
茶
会
は
、

２
０
１
６
年
の
夏
季

企
画
展「
植
田
家
の
茶
道
具
」
関
連
企
画
と
し

て
実
施
し
た
八
尾
高
校
茶
道
部
の
協
力
に
よ
る

「
夏
の
お
茶
会
」が
最
初
で
し
た
。以
降
、毎
年

７
月
～
８
月
に
開
催
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
止

し
ま
し
た
が
２
０
２
２
年
に
再
開
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、コ
ロ
ナ
と
近
年
の
温
暖
化
に
よ
る

猛
暑
の
影
響
で
参
加
者
が
減
り
、実
施
も
困
難

な
状
況
の
下
、２
０
２
５
年
は
開
催
時
期
を
10
月

に
ず
ら
し「
秋
の
お
茶
会
」と
し
て
実
施
。そ
の

結
果
は
良
好
で
、
来
年
も
ま
た
秋
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
八
尾
高
校
茶
道
部
の
皆
様
、

ま
た
来
秋
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
新
春
の
お
茶
会
】

　

１
月
中
旬
に
開
催

す
る
新
春（
冬
）
の

お
茶
会
は
、
４
歳
以
上
の
こ
ど
も
を
対
象
に
、

地
元
女
性
会
の
協
力
に
よ
り「
こ
ど
も
の
た
め
の

お
茶
会
」と
し
て
２
０
１
２
年
か
ら
行
な
っ
て

い
ま
す
。秋
と
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
も

あ
り
ま
し
た
が
２
０
２
４
年
か
ら
再
開
。今
年
度

は
令
和
８
年
１
月
18
日（
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
お
茶
会
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ど
も

た
ち
は
簡
単
な
お
作
法
や
お
点
前
の
体
験
が

で
き
、同
席
す
る
保
護
者
が
そ
の
様
子
を
温
か

く
見
守
り
ま
す
。旧
植
田
家
住
宅
で
開
催
す
る

秋
と
冬
の
お
茶
会
へ
、さ
ぁ
ど
う
ぞ
！

Tea ceremony
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四
会
所
だ
よ
り

四
会
所
、再
開
！

　

２
０
２
５
年
12
月
の「
四
会
所
交
流
会
」は
、約

一
年
半
ぶ
り
に
加
賀
屋
新
田
会
所
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
に
入
り
、
建
物
の
耐
震
補
強

工
事
な
ど
の
た
め
約
１
年
間
休
館
・
休
園
と
な
っ
て

い
た
鴻
池
新
田
会
所
跡
（
東
大
阪
市
）
と
加
賀
屋

新
田
会
所
（
住
之
江
区
）
が
、
こ
の
度
再
開
さ
れ
た

か
ら
で
す
。

　

先
に
再
開
し
た
鴻
池
新
田
会
所
は
、10
月
4
日

（
土
）
と
5
日（
日
）
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、両
日
千
人
以
上
の
来
場
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
鴻
池
新
田
会
所

は
指
定
管
理
者
が
新
た
に
代
わ
り
、有
料
の
入
場

料
が
無
料
に
な
リ
ま
し
た
。ま
た
こ
れ
ま
で
出
口

専
用
だ
っ
た
北
口（
自
動
扉
）も
解
放
さ
れ
、北
側

か
ら
の
入
場
が
可
能
に
な
り
、利
便
性
の
向
上
と
、

駅
か
ら
の
距
離
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。各
種
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
今
後
増
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

（40）
　

一
方
、
加
賀
屋
新
田
会
所（
加
賀
屋
緑
地
）
も

11
月
21
日（
金
）
再
開
の
予
告
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
、そ
の
後
無
事
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
は
耐
震
補
強
と
一
部
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
さ
れ
、襖
絵

と
シ
ロ
ア
リ
な
ど
で
損
傷
し
た
部
分
も
き
れ
い
に

補
修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
庭
や
表
門
の
竹
垣

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、久
し
ぶ
り
の
訪
問
で
し
た

が
、変
わ
ら
ず
癒
し
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
二
会
所
の
再
開
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
平
野
屋
新
田
会
所
跡（
大
東
市
）
も
現
在
、

周
辺
の
文
化
財
を
結
ん
で
の
整
備
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。来
年
再
来
年
と
、さ
ら
に
楽
し

み
が
増
す
四
会
所
の
現
状
。こ
の
交
流
が
未
来
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
安
中
新
田
会
所
跡 

旧
植
田
家
住
宅　

安
藤 
亮
）

●平野屋新田会所跡
　  （大東市）
    ・JR 住道駅下車 徒歩25分

●鴻池新田会所（東大阪市）

 ・JR 鴻池新田駅下車 徒歩2～5分
  ・9：30～17：00
  ・月曜、祝日の翌日、年末年始  休館
  ・ 入館無料

●加賀屋新田会所跡（住之江区）

 ・OsakaMetro住之江公園駅下車 徒歩15分

  ・10：00～16：30
  ・ 月曜、年末年始  休園
  ・ 入場無料（加賀屋緑地内）

国指定史跡・重要文化財

大阪市指定文化財

大東市指定文化財
※写真はリニューアル前の南門

※写真はリニューアル前の入口
※現在は非公開（中に入れません）

◎三会所紹介
‐基本情報‐
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   【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
っ
と
し
た
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　

①
夜
間
に
見
学「
植
松
灯
籠
の
日
」

＝
２
０
２
５
年
11
月
15
日（
土
）

　

毎
年
２
回
実
施
す
る
夜
間
開
館
。
そ
の
２
回
目
と

な
る「
植
松
灯
籠
の
日
」を
、今
年
も
「
関
西
文
化
の
日
」

（
無
料
入
館
日
）
初
日
の
夜
に
行
な
っ
た
。
当
日
は
気
候

が
良
く
、庭
に
あ
る
全
て
の
灯
籠
に
灯
り
を
灯
し（
一
部

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
用
）、風
で
蝋
燭
の
火
が
消
え
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。

　

か
す
か
な
灯
籠
の
灯
り
と
、庭
に
あ
る
竹
灯
籠
風
の
屋
外

照
明
の
光
が
庭
全
体
を
優
し
く
照
ら
し
、主
屋
の
窓
に
映
る

影
絵
が
際
立
っ
た
。ま
た
建
物
内
で
は
、往
時
の
夜
間
の

く
ら
し
を
偲
び
、静
か
な
時
間
が
流
れ
た
。

②
少
し
寄
り
道「
旧
家
で
記
念
撮
影
～
七
五
三
～
」

＝
２
０
２
５
年
11
月
1
日（
土
）～
30
日（
日
）

　

10
月
に
入
る
と
近
隣
の
渋
川
神
社
で
は
毎
年
七
五
三

詣
の
家
族
連
れ
の
姿
が
見
え
始
め
る
。旧
植
田
家
住
宅
で

も
こ
の
時
期
、七
五
三
詣
の
帰
り
に
少
し
寄
り
道
を
し
て

も
ら
お
う
と「
旧
家
で
記
念
撮
影
」
の
期
間
を
設
け
て

い
る
。着
物
が
映
え
る
古
民
家
や
庭
で
の
撮
影
が
自
由
に

で
き
、「
七
五
三
く
じ
」や「
千ち

と
せ歳
シ
ー
ル
」な
ど
の
お
祝
い

も
用
意
し
て
い
る
。
今
年
は
70
名
以
上
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
記
念
撮
影
を
楽
し
み
、期
間
終
了
後
も
写
真
撮
影
の

希
望
者
が
あ
っ
た
。

③
地
域
を
知
る「
通
常
展
」＆「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
」

＝
２
０
２
５
年
10
月
4
日（
土
）～
11
月
30
日（
日
）

　

年
に
数
回
の
通
常
展「
大
和
川
付
替
え
と
植
田
家
の

収
蔵
品
」10
月
は
、旧
植
田
家
に
伝
わ
る
河
内
木
綿
資
料
を

一
部
展
示
し
、大
和
川
付
け
替
え
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
隣
接
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

「
航
空
写
真
に
み
る
八
尾
」
を
同
時
開
催
し
た
。
今
回
は

写
真
の
展
示
パ
ネ
ル
を
新
調
し
、よ
り
高
精
細
に
昭
和
か
ら

平
成
ま
で
の
旧
植
田
家
周
辺
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。同
展
示
は
来
年
も
ま
た
予
定
し
て
い
る
。

植松灯籠と主屋の影絵

竹灯籠風のライト

新調した航空写真パネル 歴史パネルと河内木綿

ミニギャラリー展示風景 安中新田河内木綿幟
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現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ば
け
ば
け
」で
は
小
泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
と
そ
の
伴
侶
と
な
っ
た
セ
ツ
の
半
生
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
泉
八
雲
の
生
き
た
時
代
は
、元
号
で
は
嘉
永

三
年
か
ら
明
治
三
十
七
年
、明
治
三
十
一
年
生
ま
れ

の
今
東
光
は
生
前
の
八
雲
と
の
面
識
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
東
光
が
、小
泉
八
雲
の
業
績
を
紹
介
す
る

た
め
に
翻
訳
を
試
み
た
の
は
大
正
十
四
年
、八
雲

の
死
後
二
十
一
年
を
経
て
い
ま
し
た
。
東
光
は

以
下
の
よ
う
に
、こ
の
仕
事
の
意
義
を
語
り
ま
す
。

少
し
長
く
な
り
ま
す
が
以
下
引
用
で
す
。

　
　

(

前
略)

　
　

此
の「
文
學
入
門
」の
書
は
恐
ら
く
何
人
も
一
度

　

は
讀
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。吾
々

　

が
文
藝
に
志
し
た
以
上
、こ
の
書
物
の
濾
過
に
會
は

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
僕
に
は
思
は
れ
る
。

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（五
十
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

文
學
の
大
道
は
深
甚
微
妙
な
も
の
で
あ
る
。そ
し
て

　

文
學
の
大
道
は
恰

あ
た
か

も
禪
道
の
如
く
無
門
で
あ
る
。

　

何
人
も
入
り
易
く
、然
も
何
人
も
得
達
す
る
こ
と
が

　

出
來
な
い
。文
藝
の
妙
諦
は
此
の
故
に
誠
に
摩
訶

　

不
思
議
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
ま
た
ま
、

　

ヘ
ル
ン
先
生
は
此
の
道
を
指
示
せ
ら
れ
た
。吾
々

　

が
就
い
て
學
ぶ
可
き
で
は
な
い
か
。  （
中
略
）

　

ヘ
ル
ン
先
生
は
、文
科
大
學
に
遊
ぶ
日
本
の
靑
年

　

等
は
、悉

こ
と
ご
とく

文
學
者
を
志
望
し
て
ゐ
る
も
の
と
觀
ぜ

　

ら
れ
た
ら
し
い
。そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
先
生
は
親
切

　

に
、叮
嚀
に
解
り
易
く
、文
藝
の
大
道
を
縷る

せ
つ説

せ

　

ら
れ
た
。即
ち
ヘ
ル
ン
先
生
は
右
の
講
義
に
於
い

　

て
、一
般
文
藝
の
注
意
と
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
と
、

　

そ
の
オ
ピ
ニ
ヨ
ン
に
就
い
て
、平
生
文
學
的
熟
練
を

　

渇
望
し
て
ゐ
る
學
生
共
の
た
め
に
そ
の
助
力
と
も

　

な
る
だ
ら
う
と
て
、こ
の
講
義
を
せ
ら
れ
た
も
の

　

ら
し
い
。し
か
し
な
が
ら
文
科
大
學
生
の
何
人
が

　

純
粹
に
藝
術
の
使
徒
と
な
る
だ
ら
う
。
吾
々
の

　

知
つ
て
ゐ
る
苦
笑
す
べ
き
事
實
は
、文
科
大
學
生

　

の
大
半
以
上
は
、單
に
教
鞭
を
取
る
た
め
に
し
か

　

存
在
し
な
い
で
は
な
い
か
。  （
中
略
）

　
　

今
や
日
本
の
文
學
も
世
界
の
そ
れ
に
伍
し
て
遜
色

　

の
な
い
迄
に
生
長
し
た
。而
し
て
文
學
須
知
の
扉

　

を
開
い
た
ヘ
ル
ン
先
生
の
一
本
を
江
湖
に
薦
め
る

コ
ラ
ム

　

所
以
の
も
の
は
、共
に
此
の
大
道
を
最
初
の
一
投
足

　

よ
り
し
て
初
め
た
い
に
他
な
ら
な
い
。 （
後
略
）

　
（「
文
學
入
門
」
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル
ン
著　

今
東
光
譯

　
（
大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）年
十
一
月
二
十
日
、金
星
堂
発
行
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ル
ビ
は
筆
者

　

東
光
二
十
七
歳
、新
感
覚
派
の
作
家
と
し
て
注
目

を
浴
び
始
め
た
青
年
が
、東
京
帝
国
大
学
で
教
鞭

を
取
っ
て
い
た
小
泉
八
雲
の
講
義
に
強
い
憧
れ
を

抱
き
、訳
業
を
試
み
た
心
意
気
が
旧
字
旧
仮
名
か
ら

今
で
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、東
光
は
自
身
を

〝
芸
術
の
使
徒
〟と
し
て
定
義
づ
け
す
る
こ
と
で
、

無
門
の
大
道
を
歩
き
始
め
た
自
ら
を
鼓
舞
し
た

よ
う
に
も
読
め
る
文
章
で
す
。
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安
中
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発
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田
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管
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者
）

〒
581-0084　

大
阪

府
八

尾
市

植
松

町
1-1-25　

TEL.072-992-5311
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://kyu-uedakejutaku.jp　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
info@

kyu-uedakejutaku.jp
●

本
誌

掲
載

の
記

事
・

写
真

・
イ

ラ
ス

ト
等

の
無

断
複

写
、

転
載

を
禁

じ
ま

す
。

Vol. 6
1

KYU-UEDAKE  INFORMATION


